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はじめにはじめに
　岐阜県では、「令和の日本型学校教育」を担う新たな
教師の学びの姿の実現に向けて、関係規則の一部を改
正し、令和５年度から、全校種、各学校（校舎別、課程別）
に主任手当のある「研修主事」を置くこととした。各教
職員が安心して学びに打ち込めるよう、校長のリーダー
シップの下で、全校的な学び合い文化の醸成と協働的
な職場環境づくりを目指している。併せて、岐阜県教
員委員会にて校内研修活性化の手立てを学び合う「研
修主事研修」を新設し、研修主事を中心とした校内研
修推進体制を支援している。なお、研修主事の人数は、
小学校・中学校・義務教育学校（以下、「小中義」とい
う）では 525 人、高等学校・特別支援学校（以下、「高
特」という）では 100 人になる。

１． 研修主事研修１． 研修主事研修

　各学校に新たに位置付けた「研修主事」を中心とし
た校内研修推進体制を支援するため、年２回、４月と
10 月に、「研修主事研修」（悉皆）として小中義は半日
のオンライン型の研修を、高特は終日の集合型の研修
をそれぞれ実施した。

（１）校内研修の手引き
　研修主事研修の研修資料として「校内研修の手引き」

（全 21 ページの冊子）を作成するとともに１回目の研
修主事研修で配付し、その後、岐阜県総合教育センター
の研修申込システムを通してダウンロードできるようにし
ている。手引きは、「校内研修の重要性」「校内研修の推
進体制」（図１）「校内研修の企画・運営・評価、研修の

研修主事研修研修主事研修
～学び合い文化の醸成・協働的な職場環境づくりの担い手として～～学び合い文化の醸成・協働的な職場環境づくりの担い手として～

図１

岐阜県教育委員会岐阜県教育委員会地方発！我が教育委員会の取組Series

教師に求められる
資質能力（岐阜県）

新たな教師の学びの姿の実現のための研修推進体制
～校内での学び合いの活性化に向けて～【高特】（イメージ）

・各教師が安心して学びに打ち込める環境の構築
（環境整備、業務調整、協働的な職場づくり等）
・管理職のリーダーシップによる研修機会の設定
（「現場の経験」を重視した同僚との学び合い等）
・指標や受講履歴等に基づいた積極的な対話による
受講奨励 （学びの意欲の喚起と成長の支援等）

管理職のマネジメント

管理職 研修主事 ◎研修計画の策定

・日常的な校内研修等の充実
・研修の精選・重点化を含む効果的・効率的な実施
・研修内容の系統性
（シリーズ化・グレード化・関連付け等）

校内研修推進委員会

新規 ※既存の組織と兼ねてもよい

個別最適な教師の学び・協働的な教師の学び・「現場の経験」を重視した学び

日常的なOJT
ベテラン教職員講師を含む若手教職員

校内研修、学校現場での
経験を生かして学ぶ

校外での研修を学校
現場で生かす、還元する

学び合い
文化の醸成

協働的な
職場環境づくり

校外での研修【県総合教育センター、県教育委員会各課】

授業改善講座校内研修

◎校長の監督を受け、研修計画の立案
その他の研修に関して連絡調整及び指導、助言

・教員の資質向上のため、各種統計調査・外部評価・学校運営協議会等からの
学校課題に基づいた校内研修・校内研究に関する計画の企画・立案
・校内研修・校内研究のための講師派遣依頼や資料提供依頼等の渉外業務
・校内研修・校内研究に関する校内での他の分掌との調整や運営・取りまとめ
・経年研修等の受講者の受講日程・内容等の連絡調整 等

研修主事の役割 ※既存の分掌と兼ねてもよい

新規

往還

初任者研修
指導教員・教科指導員

教務主任・その他
組織に必要な分掌長等

往還

校内での研修や授業研究

（全職員）

授業 キャリア教育 特別活動

危機管理安全・保健ICT活用

初任者研修

中堅教諭等資質向上研修

常勤講師研修６年目研修

（該当者）

生徒理解

働き方改革 等の研修

自校における学校教育課題や教員のニーズ等を踏まえた研修・研究テーマや内容を設定

教科指導に関しては、教科等を超えた教員同士の学び合いの機会を設定

各教科主任

管理職の下での主体的・自律的な研修の全校的な推進体制

教職に必要な素養

学習指導 生徒指導
特別な配慮や支援を必要
とする生徒への対応

ICTや情報・教育
データの利活用

経営・分掌

研修主事研修
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具体例」「校内研修Ｑ＆Ａ」「参考資料等」で構成し、研
修主事が校内研修推進のために活用できるようにした。
　以下に、集合型の研修として実施した高特の研修主
事研修について紹介する。

（2）研修主事研修　１回目（４月）
　1 回目の研修のねらいは、次の２つである。
• 研修主事として、研修主事の役割についての理解を

図る。
• 教職員の資質向上や学校課題への対応に向けた校内

研修や日常的な校内での学びの活性化を図る。
　１回目の研修日程は次のようであった（表１）。研修
を進めるに当たっては、様々な地区や校種の方が交流
できるよう、ランダムに決めた６人を１グループとした。
各グループでは、最初に「となりのとなりしりとり自己
紹介」というアイスブレイクの活動を行った。

　その後グループ協議Ⅰでは、事前に提出された研修
計画書（図２）を参考にしながら、勤務校の現状や課題、
１年分の研修計画をどのように立案し、実施する予定か、
また、研修主事の悩みなども率直に話していただいた。
同じ職務の者同士、すぐに打ち解け、前例のない研修
主事として職務を遂行する不安や、戸惑いを共感し合っ
ていた。
　ワークショップでは、「研修を充実させるための工夫
や改善のアイディア」について協議し、最後には、リ

1 講話 「研修主事の職務と求
められていること」

教育研修課長
20 分

2 講話
「総合教育センター研
修講座及び校内研修
の推進について」

研修企画係長
20 分

3 グループ協議Ⅰ 「今年度の校内研修の
取組について」 60 分

4 ワークショップ
「研修主事を核とした
校内の学び合いの活
性化に向けて」

90 分

5 グループ協議Ⅱ 「校内研修の活性化に
ついて」 30 分

6  全体会 研修の振り返り 30 分

表１

フレクションシートを用いて、個人で振り返りを行った。
これからの校内研修について、カードを使用し、ゲーム
感覚で楽しみながら考えることができた。また、ギャラ
リーウォークでは、他グループのアイディアを最後まで
熱心に見て回っていた。
　グループ協議Ⅱでは、個人の振り返りを共有し、グルー
プ内でお勧めの研修を「推しの研修」（写真１）として１
つ選び、全体会で発表した。
　研修後のアンケートによると、この日の研修を通して、
新たな気づきや参考になったこととして、「どの先生も
初めての試みで、非常に苦慮されていることが分かっ
た。悩んでいるのは自分だけでないことが分かっただ
けでも救われた」「研修はいつでもできること」「研修
の持ち方など色々なアイディアをいただけた。研修主
事が主導して校内全体に研修するだけでなく、先生方
の学びをサポートすることが大事だということが分かっ
た」「堅く考えて構えていたが、少し気持ちが楽になった」
等があった。

ワークショップの方法
①１枚のカードに１つずつ異なるアイディ

アを一人５枚書く。

② そのカードをよくシャッフルし、トラン
プのように他のグループメンバーに５
枚ずつ配る。

③ 配られたカードをよく読んで、書いた
人の気持ちを考える。

④自分が一番興味・関心を持ったカードに
ついて、グループ内で順番に発表する。

⑤そのカードを分類していき、カテゴリー
のタイトルをつけ、グループの意見を
ホワイトボードにまとめる。

⑥ グループのアイディアをギャラリー
ウォークで気ままに見て歩いて回り、
近くにいる人と対話し、交流を深める。

個
　
人
　
追
　
究

協
　
働

岐阜県教育委員会岐阜県教育委員会
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（３) 研修主事研修　２回目（10 月）
①事前調査の実施
　２回目の研修に向けて、事前調査を実施した。今年
の４月以降に研修主事が主催した校内研修の回数は、５

回以上が 20％、３～４回が 24％、１～２回が 37％、行っ
ていないが 19％であった。内容は、学習指導が一番
多く、次にＩＣＴ、生徒指導の順であった。効果的・効
率的な校内研修にするために工夫したことは、「気軽に
参加しやすく、自分の興味あるものを選んで参加でき
るよう、短時間で任意参加できる研修会を複数回設定
した」「学校のニーズを探しながら、管理職と相談して
随時、実施した」、研修者から寄せられた意見としては、

「いろいろ試みた」等があった一方、うまくいかなかっ
たこととしては、「時間の確保」が多くあがった。
　

②当日の日程・内容
　２回目の研修のねらいを「自校の校内研修の良さや
課題を明らかにし、次回の校内研修で取り入れる視点
を見つけることができる」とし、次のような日程で実施
した（表２）。なお、グループについては、１回目の研
修後に実施した評価シートでの要望も踏まえ「研修主
事同士をつなぐ」という点から校種別、地区別の６人グ

（別紙様式） 

 令和５年度 校内研修計画書 
 

学校

番号 
３０  学校名 海津明誠高等学校 

校  長   名  中村 豊 

研修主事名 
教諭 

串戸 正一 

 研修主事の分掌等 教務部所属 ２年生正担任 

 

１１  校校内内研研修修のの主主題題  

自自校校のの課課題題  
普通科、専門学科を有する本校では、多様な取組の「質」を支える教員同士

の学び合いの雰囲気の醸成とさらなるコミュニケーションの円滑化が課題 

目目標標のの領領域域  

学学校校ののニニーーズズ  

■ 学習指導  ■ 経営・分掌  ■ＩＣＴ 

■ 生徒指導  ■ 特別支援   ■その他      （複数選択も可）  

校校内内研研修修のの目目標標  
校内研修をきっかけとした教員同士のコミュニケーション機会を向上させ

ることで、力量向上体制構築と目前の教育活動の「質」を高めていく。 

目目標標設設定定のの理理由由  

多忙な職場環境、働き方改革及びコロナ禍の状況が継続していく学校現

場では、教員同士の繋がりの希薄化が大きな課題。（教員の精神的な孤立

化（退職等）、若手教員への伝承不足、未来志向の考え方が育ちにくい等） 

  

２２  令令和和４４年年度度校校内内研研修修実実施施報報告告書書のの２２（（３３））次次年年度度のの校校内内研研修修にに向向けけてて  

・本校の課題に応じた研修、職員からの要望に対応した研修を計画的に設定。 

・教科別の授業研究会だけでなく、キャリア教育におけるノウハウの継承や学校行事の再開に向けて、 

教員同士で学び合う機会の設定。 

・多様性と包摂性に対応するための生徒理解に関する研修の設定。 

・ＩＣＴを活用した働き方を見直し、効果的な教育活動の研究を継続。 

  

３３  令令和和５５年年度度のの校校内内研研修修のの年年間間研研修修計計画画  （（学学校校独独自自のの別別様様式式ででもも可可））  

  

１１  全全体体像像（（海海津津明明誠誠高高校校のの校校内内研研修修のの活活性性化化図図））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

２２  校校内内でで教教員員同同士士ののココミミュュニニケケーーシショョンンのの機機会会をを増増ややすすここととでで、、教教育育活活動動のの「「質質」」をを高高めめ  

    てていいくく取取組組（（４４月月～～５５月月準準備備、、６６月月～～取取組組開開始始予予定定））  

    １１  職職員員会会議議研研修修（（全全体体職職員員、、約約３３００分分のの取取組組））  

    ２２  海海津津オオリリジジナナルル研研修修（（希希望望職職員員、、放放課課後後、、２２週週間間にに１１回回程程度度、、約約４４５５分分））  

    ３３  海海津津メメンンタターー・・ププロロググララムム研研修修（（希希望望職職員員同同士士、、１１カカ月月にに１１回回３３００分分程程度度））  

    ４４  執執務務室室ででのの会会話話（（研研修修））（（上上記記１１～～３３のの取取組組等等ををききっっかかけけにに活活性性化化））  

    ５５  学学校校内内外外ででのの雑雑談談（（研研修修））（（上上記記１１～～４４のの取取組組等等ををききっっかかけけにに活活性性化化））  

３３  期期待待さされれるる成成果果  

    ・・教教員員個個々々のの研研修修課課題題のの発発見見、、そそのの意意識識のの向向上上。。  

    ・・教教員員同同士士のの学学びび合合いいのの土土壌壌ををささららにに実実現現。。  

    ・・若若手手中中堅堅教教員員のの悩悩みみやや課課題題にに対対すするる対対応応、、課課題題解解決決体体制制のの構構築築。。  

    ・・ベベテテラランン教教員員のの指指導導資資源源のの可可視視化化ととそそのの貴貴重重なな活活用用（（校校内内ななららででははのの課課題題解解決決））  

    ・・校校内内ココミミュュニニケケーーシショョンン機機会会のの向向上上にによよりり、、風風通通ししのの良良いい職職場場環環境境作作りりににもも寄寄与与。。  

４４  研研修修ココンンテテンンツツのの開開発発及及びび運運用用  

      研研修修主主事事がが研研修修ココンンテテンンツツをを開開発発、、各各企企画画委委員員会会でで提提案案、、職職員員会会議議にに周周知知をを図図りり、、実実施施。。  

  

    ※※以以下下はは研研修修ココンンテテンンツツののイイメメーージジ例例  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    ※※５５月月のの企企画画委委員員会会及及びび職職員員会会議議でで実実施施をを図図りりたたいいもものの。。（（提提案案予予定定））。。  

      職職員員会会議議研研修修（（７７月月５５日日（（水水））））・・・・・・「「授授業業研研究究会会」」研研修修（（異異教教科科、、専専門門科科版版））  

                                          ※※教教科科等等のの枠枠をを超超ええたた議議論論にに挑挑戦戦ししてていいくく。。  

      オオリリジジナナルル研研修修（（６６月月９９日日（（金金））））・・・・・・①①教教員員のの本本音音、、困困っってていいるる研研修修  

                                          ※※愚愚痴痴やや本本当当にに困困っってていいるるこことと等等をを共共感感ししててくく。。  

      オオリリジジナナルル研研修修（（６６月月３３００日日（（金金））））・・・・②②校校内内のの「「匠匠」」研研修修  

                                          ※※校校内内でで優優れれたた取取組組、、積積極極的的なな先先生生方方のの紹紹介介  

      オオリリジジナナルル研研修修（（７７月月１１４４日日（（金金））））・・・・③③ミミドドルルリリーーダダーー研研修修  

                                          ※※ここれれかかららのの学学校校をを担担うう人人へへのの伝伝承承・・刺刺激激研研修修  

      メメンンタターー・・ププロロググララムム研研修修（（６６月月～～１１２２月月））（（詳詳細細はは別別添添））  

        １１年年間間ののススケケジジュューールル  

          ４４月月～～  ５５月月  メメンンタターー・・ププロロググララムムにに係係るる企企画画、、議議論論、、導導入入案案をを決決定定  

          ６６月月～～１１２２月月  メメンンタターー・・ププロロググララムムのの運運用用開開始始  

          １１月月          メメンンタターー・・ププロロググララムムにに係係るる振振りり返返りり  

                        （（当当該該対対象象のの先先生生方方へへののイインンタタビビュューー及及びび全全職職員員へへののアアンンケケーートト等等のの実実施施））   

            ２２月月                    令令和和５５年年度度のの「「メメンンタターー・・ププロロググララムム」」ののままととめめ  

  

  

 

図 2

写真 1
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ループになるようにした。
　実践発表（写真２）では、４校の研修主事がそれぞれ
の学校での取り組みをパワーポイント等で紹介した。発
表内容は下記のとおりである。

写真 2

Ａ校 ：研修主事として全職員との個別インタビューを
実施したり、授業を参観したりして、それぞれの
先生の強みを見つけ、その分野で困っている先生
方へつないだ。

B 校 ：若手教員の力量向上と相談体制の充実を目指し
てメンター・プログラム研修を実施し、メンティー
とメンターをマッチさせた。

C 校 ：公開授業週間を例年よりシンプルな形態とし、Ｉ
ＣＴを活用しながら「楽に楽しく効果的に」校内
研修を進めた。

D 校 ：数年前から実施してきた「ちょこっと勉強会」
をブラッシュアップし、学校の弱い部分に焦点を

当てた研修にしぼって実施した。
　どの研修主事も教職員のニーズに基づいた校内研修
をマネジメントしており、素晴らしい取り組みの紹介に
皆、熱心に聞き入っていた。
　グループ協議Ⅰでは、各学校の取り組みについて、校内
研修実施報告書をもとにグループ内で中間報告をした。
　グループ協議Ⅱでは、「学び合い文化の醸成に向けて
改善すること」をテーマに、どのような研修をコーディ
ネートするかを話し合った。まず個人でＫＰＴ法を用いて
校内研修についての考えを整理し、その後グループ内
で意見交換をした（写真３）。ホワイトボードや付箋を使
用し、議論を深め、グループとしての具体的な解決策を

「Ｋｅｅｐ」「Ｐｒｏｂｌｅｍ」「Ｔｒｙ」の３つにまとめた（写真４）。
　全体会では、全 17 グループが、今後挑戦していく３
つの「Ｔｒｙ」を発表した。

写真 3

写真 4

２．導入後の成果と課題、今後の方向２．導入後の成果と課題、今後の方向

　以下に高特の研修主事研修の成果について述べる。
　研修後のアンケートでは、研修に参加して「十分満

1 講話 「研修主事の皆さんに
お伝えしたいこと」

教育研修課長
20 分

2 実践発表

・全日制普通科高校
・全日制普通科と専門

学科の併設高校
・定時制通信制高校
・特別支援学校

4 校
15 分ずつ

3 グループ協議Ⅰ 「校内研修実施報告グ
ループ内発表」 60 分

4 講話 「事前アンケート結果
より」

担当者
10 分

5 グループ協議Ⅱ
「学び合い文化の醸成
に向けて改善するこ
と」

40 分

6  全体会 研修の振り返り 30 分

表 2
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足できたか」（１回目→２回目）が 32％→ 26％「そう思う」
が 48％→ 50％「わりにそう思う」が 16％→ 23％「あ
まりそう思わない」が３％→１％「思わない」が１％→０％
であった（図 3）。

 

 

1 回目 2 回目

あまりそう思わないあまりそう思わない あまりそう思わないあまりそう思わない

十分に満足十分に満足 十分に満足十分に満足
わりにそう思うわりにそう思う わりにそう思うわりにそう思う

そう思うそう思う そう思うそう思う

図 3

　研修後の具体的な声として「小中義の研修主事研修
がオンラインで実施されているのであれば、高特も同
様にすればよい」「他の研修主事と色々な情報交換が直
接できてよかった」「これまであまり前向きには取り組め
ておらず悩んでいたが、実践発表を聞いて本当に学校
をよくするため、生徒に還元するために、私も今一度真
剣に頑張らないといけないと思えてとてもよかった」「生
徒の反応や保護者の意見、教員間の情報共有や経験値
の高い教員からの助言等、日常にこそ資質向上の機会
があると思う。日常から学ぶ姿勢を持つことが何よりも
大切だという雰囲気が醸成できると思う」等があった。
　今後は、各学校で実施した校内研修の報告書を提出

図 4

【【令令和和５５年年度度のの海海津津明明誠誠高高等等学学校校のの校校内内研研修修のの取取組組】】ににつついいてて  

（（１１）） 今今年年度度のの取取組組ににつついいてて  

    ４４月月当当初初のの職職員員会会議議ににてて右右図図のの「「校校内内研研修修のの活活性性  

    化化図図」」をを示示しし、、詳詳細細なな運運用用はは６６月月開開始始をを目目指指ししたた。。  

      【【校校内内研研修修のの活活性性化化図図がが示示すすもものの】】  

      ・・校校内内のの年年代代構構成成不不均均衡衡のの職職場場、、ココロロナナ禍禍及及びび働働  

きき方方改改革革等等をを踏踏ままええ、、校校内内教教員員のの繋繋ががりりががやややや  

希希薄薄ににななっってていいなないいかかとといいうう仮仮説説のの基基、、多多様様なな  

校校内内研研修修のの機機会会をを提提供供すするるここととでで、、そそのの繋繋ががりり  

がが広広ががりり、、日日常常のの何何気気なないい会会話話もも含含めめてて、、教教員員  

のの力力量量向向上上にに繋繋ががららなないいかかとといいううもものの。。  

  

（（２２））代代表表的的なな研研修修事事例例４４つつのの紹紹介介  

（（３３））成成果果  

  ・・多多様様なな研研修修機機会会をを提提供供しし、、ままたた、、研研修修参参加加者者ににははそそのの都都度度、、振振りり返返るるたためめののフフォォーームムズズアアンンケケ  

ーートトをを実実施施すするるここととががででききたた。。ままたた、、けけんんししゅゅうう新新聞聞をを１１カカ月月にに１１回回程程度度発発行行すするるここととももでできき  

たた。。先先生生方方自自身身がが、、自自己己のの主主体体的的なな研研修修意意識識をを改改めめてて考考ええるる機機会会ととななっったたののででははなないいかか。。  

（（４４））課課題題  

  ・・本本校校にに限限ららずず、、どどのの学学校校のの教教員員もも多多忙忙感感等等をを抱抱ええ余余裕裕ののなないい毎毎日日をを過過ごごししてていいるる。。そそのの中中でで納納  

得得ののででききるる研研修修をを企企画画、、運運営営ををいいかかにに図図れれるるかか。。研研修修主主事事ののママネネジジメメンントト力力がが問問わわれれてていいるる。。  

    ししかかしし、、研研修修主主事事自自身身ももそそのの事事だだけけにに捕捕ららわわれれるるののででははななくく、、先先生生方方のの研研修修意意識識、、ニニーーズズをを  

    適適切切なな形形ででキキャャッッチチししななががらら、、試試行行錯錯誤誤のの研研修修事事例例をを集集めめてていいくく「「志志」」のの広広ささもも大大切切ででああるる。。  
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してもらい、その中から数校の報告書を県のホームペー
ジで紹介する予定である。さらに各学校には報告書の
要約版（図４）も提出していただき、これについては、
全ての高特の研修主事が互いに閲覧できるようにもす
る予定である。
　２回の研修を通して、校内研修活性化のアイディアに
ついて、参加者 100 人の知恵を絞ることができた。ア
イディアを実践し、日常的に校内研修を充実していくこ
と、それが教職員の資質向上につながり、ひいてはよ
りよい教育実践になる。研修主事の職務についての理
解を深めることができたのは大きな成果である。一方、
校内研修が新たな負担とならないようにするために今
後も考えていく必要がある。
　１回目の研修終了後には、「この通りの研修を自分の
学校でもやってみる」といったうれしい声も聞かれた。
従来の「研修」から脱却し、「研修観の転換」を図る探
究型の研修を県としても模索していく。それに加えて研
修主事の役割等についての周知が課題だと考える。教
職員の理解、管理職の支援、研修主事の熱量、学校規
模等、様々な実態がある中で、県内どこにおいても研
修主事の孤軍奮闘のような状況にならないように支援し
ていきたい。

おわりにおわりに

　「学び合い文化の醸成・協働的な職場環境づくり」の
担い手を目指して、研修主事を全ての学校に配置して、
初年度、各校において研修主事を中心に試行錯誤の校
内研修に「Ｔｒｙ」してもらった。
　２回目の研修主事研修終了後に「前期において教員
が自主的に、学習指導や学級経営、生徒指導などの、
これまでに得た経験値を教員間で共有したり、一緒に
問題解決に当たったりすることを行いましたか」という
アンケートを実施した。「ほぼ毎日」を５、「週に数回程度」
を４、「月に数回程度」を３、「前期に数回程度」を２、「ほ
とんど行わなかった」を１として回答してもらったところ、
それぞれの平均値は小中義では 3.49、高特では 3.14、
全校種では、3.44 という結果となった。これは、岐阜
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大学益子典文教授のご助言により、「学び合い文化の
醸成」と「協働的な職場環境づくり」がどれだけ学校
に根付いているのかを判断する指標として考えたアン
ケート項目である。この数値が５年後の令和 10 年には、
4.5 になることを目標に今後も支援していく。この目標
値の設定については、「ほとんど行っていない」あるいは、

「半年に数回しか行っていない」という学校においては、
「月に数回程度」の実施を目指し、「週あるいは月に数
回程度」と回答している学校については、「ほぼ毎日の
実施」となることを目指して定めた。
　研修主事の悩みは、職員の意識の問題、時間・予算
の確保、研修の活用法など多岐にわたる。研修主事が、
学校の先生方のニーズを探り、適切な研修を企画・運
営できるように、県教育委員会としても岐阜県の学び
続ける教職員を支援していきたい。　


